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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 
本研究は、フォトニック結晶構造の熱輻射体が発する近接場光を制御することにより、熱光発電の効

率、出力を向上させる技術を創成することを目的としている。 
制御のため、フォトニック結晶光源の近接場熱輻射スペクトルの計算法を確立し、熱輻射を熱光発電

に用いる太陽電池へ効率よく導く近接場接合デバイスを設計したほか、光源と受光素子を２００nm 以

下にまで近接させると問題になる光源による熱膨張を抑制する技術開発も行っている。これらを基に、

１１．２％という世界最高値の熱から電力への変換効率をもつ熱光発電を実現している。効率をさらに

改善できる新構造も併せて考案しており、黒体輻射限界を超える、という最終目標に向けて研究は順調

に進展している。 


